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4 月13 日 打ち合わせ













6 月8 日 報告British History と 帝国史
山本正
報告環境史から見た帝国杉原薫














9 月28 日 報告TheFutureoftheImperialpast
ゲスト・ケンブリッジ大
A.G.Hopkins















12 月14 日 報告 近代にお ける帝国の構成 と 「国
民帝国」山室信一




















1 月 24 日 古今和歌集仮名序 「そ も そ も ， 歌の
様J - r え有る ま じ き事にな む」 後藤
活字とことば
ゲスト・九州大学鈴木広光
2 月7 日 古今和歌集仮名序 「今の世中 ， 色 に付
き J - r心を慰めける」 田 中
モノを囲緯するコトパー漢賦から六
朝詠物詩まで一粛藤
2 月21 日 古今和歌集仮名序 「古 よ り ， か く 伝は
る内にも J - r入れず」 深津
古典国文学における「性」をめぐって
女の言葉と男の言葉田中
3 月7 日 古今和歌集仮名序 「その外に ， 近 き 世
にJ - r知 ら ぬな るべ し」 金
和歌のレトリックと英詩のレトリック
ハリス




4 月29 日 城南宮曲水宴 ・ 壬生狂言鑑賞 全員






5 月23 日 故福井謙一博士手稿類閲覧 (於京大総
合博物館)全員
名付けと言語力一覚え書き風に一横山
6 月6 日 代名詞の使い方 金
科学言語としての易武田
6 月 20 日 詩識について 粛藤
唱歌一言語音による伝統音楽の再現・
修得・伝承法後藤
7 月4 日 進歩， 進化， 発展 と い っ た言葉につい
て一科学の立場から思うこと加藤
周作人から見た「浮世風日」深津
9 月19 日 「けこ ろす」 考 田中
「聞きなし」を考えるE小林
9 月 26 日 田中旭泉氏の筑前琵琶 (於国立文楽劇
場)全員
報告書について全員




































4 月 22 日 研究班発足にあた っ て 水野




5 月 20 日 台湾工業化 と 人的資源 台拓三徳砿業
所を中心に一山田
昭和戦争期の台湾総督府公文書近藤
6 月3 日 台東国語伝習所について 松田 (吉)
植民地聞の人的交流について山室






7 月1 日 戦前台湾の電気事業計画
北波道子(関西大・院)
(書評)駒込武『植民地帝国日本の文
化統合，] (岩波書店， 1996 年 ) 安田




10 月21 日 朝鮮総督府の 「民間信仰」 調査 青野
植民地期朝鮮の官吏研究について浅井




葉農民.I (社会評論社， 1998年 ) 河合

















































1 月23 日 倒幕をめ ぐる言説 佐々 木克
3 月6 日 1872/73の在米英 日 本人一 「井伊直憲
洋行日記」を素材として鈴木栄樹
5 月8 日 王政復古の政治構造一岩倉具視意見書
を中心に一羽賀祥二
5 月 22 日 薩土盟約 と 奉還建白 をめ ぐる情報 寺
村左膳を中心に一青山忠正
6 月12 日 警察情報にみる西南戦争期の京都
落合弘樹
6 月26 日 幕末期の長浜 岸本 覚
7 月17 日 島津久光 と新政反対派 佐々木克
10月 1 6 日 桜 と ナ シ ョ ナ リ ズム一 日清戦争以後の
ソメイヨシノの植樹一高木博志
10月23 日 佐々 木克著 『大久保利通 と 明治維新J
羽賀祥二
11月13 日 高瀬道常 と 「大 日 記」 谷山正道




1997年か ら2001年にいた る4 年間の予定で発足 し
た共同研究班である。


























1 月19 日 即興 と 偶然性 近藤 ( ゲス ト )
2 月16 日 ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドの逆説 ダダ と 未来
派をめぐって塚原(ゲスト)
3 月23 日 ブルー ス ト と コ ク ト ー : 飛行の詩学
吉田
4 月13 日 フ ラ ン ス 人の俳句観
ジャン・サロッキ(ゲスト)
4 月27 日 記憶 よ ， 語れ。 ーベ ン ヤ ミ ン と 王国維
井波
5 月 11 日 内省す る小説 (家 ) :ジッドとブルー
スト馬
5月25 日 宣言のデ ィ ス ク ー ル 大浦
6 月8 日 ア ヴ ァ ン ギャ ル ドの時間意識 宇佐美
6 月22 日 ヴ ァ レ リ ー と 国際連盟知的協力委員会
-1920-30年代 フ ラ ン ス にお け る 文学
と政治の一考察森本
7 月 13 日 1 930年代の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド
田淵(ゲスト)
9 月 28 日 コ レ ー ジ ュ ・ ド ・ ノ f タ フ ィ ジ ッ ク ， あ
るいは言語芸術のアヴァンギャルド
松島
10月12 日 新 しい考え を どの よ う に手にいれるか
ーブルトンをめぐってバイヤール
10月 初 日 暴力 ・ 神話 ・ 法 ベ ンヤ ミ ン の 『暴力
批判Jをめぐって水田
11月16 日 詩的言語への反逆ーヴ、 イ ト ゲ ン シ ュ タ
インとオーストリアの20世紀文学の状
況国重(ゲスト)
12月7 日 ア ヴ ァ ンギ ャ ル ドの空間意識ーキ ュ ピ
ズムを考える一丹治















1 月19 日 出版打合わせ 全員
2 月9 日 中谷 ・ 窪田 ・ 田 中論文 ( r岩波文化人
類学講座第 4巻一個からする社会展
望J所収)についての討論全員


























1 月13 日 中 ・ 近世農村社会 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン服部






















間学部) }I I北 稔 江川 温 (以上大阪大 ) 井上浩
一大黒俊二(以上大阪市大)河村貞枝橋本伸也





4 月 2 1 日 「空間 と 移動の社会史」 で何が可能か
前川
4 月28 日 あ る女医の冒険， あ る いは旅行記に は
何が書かれているか小山
報
5 月 1 2 日 ラ ス タ フ ァ ー ラ イ 一大西洋を横断す
る社会宗教運動の展開
石井美保(京大・人環・院)
5 月26 日 「見た こ と 」 と 「聞 いた こ と 」 ーマル
コ・ポーロの読者たち大黒
6 月2 日 外国人 と ウ ィ ー ン 森
6 月16 日 ロ ーマ時代の 「海外勤務」 南J I I
6 月 23 日 聖地巡礼が示唆する も の一移動が生み
出す市民的アイデンティティのグラ
デーション的空間高田
7 月7 日 国教会伝導教会 と 西ア フ リ カ
並河葉子(神戸外語大)
9 月29 日 ジ ョ ー ジア植民 と植物移植 川島
10月 6 日 ル イ14世の治世の政治的意味
Yves-MarieBerc 氏 ( フ ラ ン ス国立古文書校)
10 月13 日14 ， 15 世紀イ タ リ ア都市の公的空間に
おける女性
Ch.Klapisch-Zuber(フランス高等研究院)
10 月27 日 鏡 と し ての外部(1) 一啓蒙主義 と 旅行
(記)阪上
11 月 10 日 移住する ガヴ ァ ネ ス 河村
11 月 1 7 日 帝政期ロ シ アの学校制度 と西欧一お雇
い外国人教師と留学生 ( 1)橋本
11 月 24 日 ド イ ツ における新聞の成立 と飛脚制度
渡辺
12 月8 日30 年戦争にお ける あ る傭兵の足跡渋谷
12 月15 日 イ ス ラ ム の空間概念 と旅行記 川本
12 月22 日 「聖年」 の誕生 山辺
テクストの政治学危機の時代における理論と批評
班長上野成利

















なるテクストは， 1789年7 月 か ら8 月 にかけての国
民議会での議論，また議会の内外で発表された数多
くの人権宣言草案である。昨年度から正式に発足し
9 月24 日 〈脱 ・ 近代〉 の言説空間 上野
10月6 日 保田輿重郎 『 日 本の橋j (1) 全員
10月20 日 保田輿重郎 『 日 本の橋j (2) 全員
10月 22 日 フ ィ リ ピ ン にお ける三木清 盛田
11 月 1 7 日F ・ シ ュ レ ーゲルの ロ マ ン主義につい
て上野・森本・安田
11月 26 日 ヴ ァ レ リ ー と 「精神の危機」 森本
12月10 日 雑誌 『 コ ギ ト J と30年代 日 本 細見

















4 月14 日 〈近代の超克〉 を め ぐっ て(1) 全員
4 月30 日 研究会の方向 をめ ぐ っ て 全員
5 月12 日 〈近代の超克〉 を め ぐっ て(2) 全員
5 月 2 1 日 「サパル タ ン 」 概念をめ ぐ っ て 崎山
6 月9 日 (世界史の哲学〉 論をめ ぐ っ て 全員
7 月2 日 「方言」 認識の諸相 安田
7 月14 日 西田幾多郎の後期哲学について 上野















1 月19 日 シ ネ テ ィ 案 佐藤/宇城
1 月 26 日 ベ ッ カ ー リ アのユス テ ィ テ ィ ア 石井
2 月9 日 佐藤論文合評会 全員
2 月23 日 ラ フ ォ ン ・ ド ・ ラ デパ案 北垣/佐藤
3 月9 日 ラ フ ォ ン ・ ド ・ ラ デバ案 北垣/佐藤
3 月26-28 日 シエー ス 第二案 ・ ト レ案
宇城/佐藤
宇城/前川
4 月10 日 グー ジ ュ ・ カ ル ト ゥ ー案 北垣/白鳥
4 月 1 7 日Le nomadismepostemodeme
M.Maffesoli
5 月1 日 グー ジ ュ ・ カ ル ト ゥ ー案 北垣/白鳥
5 月15 日 グー ジ ュ ・ カ ル ト ゥ ー案 北垣/白鳥
6 月5 日 グー ジ ュ ・ カ ル ト ゥ ー案 北垣/白鳥
6 月 1 9 日 ボ ワ ラ ン ド リ ー案 白鳥/岡崎
7 月3 日 ボワ ラ ン ド リ ー案 白鳥/岡崎
7 月17 日 ボワ ラ ン ド リ ー案 白鳥/岡崎
9 月 11 日 ア ヴ ァ レ ー案 岡崎/北垣
9 月 18 日 テ ルム案 北垣/古村
10 月 2 日 ペテ イ オ ン案 北垣/富永
10 月16 日 ブ リ ッ ソ ー案 白鳥/富永
10 月30 日 ヴ ァ ルテル案 古村/白鳥
11 月6 日 ヴ ァ ルテル案 古村/白鳥
11 月 20 日 近代国民国家の人権宣言批判の可能性
について石埼
12 月4 日 ヴ ァ ルテル案 古村/白鳥
12 月18 日 ブー シ ュ 案 富永/前川
































































1 月30 日 共和制の構築 と考古学 ・ 人類学の動員
-M ・ ガ ミ オ と メ キ シ コ革命 崎山






























3 月5 日 研究会の方向について 所内全員
4 月24 日 進化論の 「基本概念」 ノ ー ト 武田
5 月22 日 ダー ウ ィ ン 『種の起源j (1) 小林
6 月12 日 ダー ウ ィ ン 『種の起源j (2) 北垣
6 月26 日 ダー ウ ィ ン 『人間の由来J 上野
9 月25 日 ラ マル ク 『動物哲学J 宇城
10月9 日 マルサス 『人口論J 八木
10月23 日 スペンサー『生物学原理J 光永
11 月13 日 ヘ ッ ケル 『自然創造史J 他 小山
11 月13 日 今西進化論の成立 と その位置
ゲスト・滋賀県立大谷泰
12月11 日 ハ ク ス リ ー 『進化 と倫理J 阪上
東方部
唐宋美術の研究班長曽布川寛































































9 月 以降， 下記の研究発表を行っ た。
9 月16 日 唐代律文献に見え る梁僧祐 『薩婆多師
資伝J 船山 徹





10月28 日 『太上老君説常清静経』 を め ぐ る 二三
の問題一唐杜光庭注を中心に一
要谷邦夫




11月25 日 白履忠 (渠丘子 ) の 『黄庭経J 解釈を
めぐって垣内智之









































































の見通しでは， 1920年代を は さ む時期の長江デル タ
と珠江デルタに問題の核心があるように思われる。
北朝後半期仏教思想史研究班長荒牧典俊































































































1 月19 日 韓国の風水思想と植民地主義 崖吉城
英領シンガポール期における華人の社
会結合福浦厚子
1 月26 日 『北桂聞略J に見 ら れる ロ シ ア ・ シ ベ
リア理解について Margarita Winkel




3 月 16 日 (ア ジ ア) の ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 自 由
主義岡本仁宏
『キメラ Jその後山室信一
4 月6 日 山本真鳥 『文化J (新曜社山本・山
下晋司編)を編集して
コメンテーター窪田，安井，岡田






5 月18 日 『民族 を展示する J 荻野昌弘
制度としての文化財と博物館吉田憲司



































































1998年7 月 於 本館大会議室
モノとしての書物















































『真詰 J訳注稿(三) r六朝道教の研究」 研究班
梅原郁教授著作目録

























1998 年3 月31 日 刊
所報人文第 44号
1998 年3 月31 日刊
東洋学文献類目 1995年度
附属東洋学文献センター編
1998 年2 月27 日 刊
東洋学文献類目 1995年度
補遺版附属東洋学文献センター編
1998 年3 月13 日刊
所員動静
-飛鳥井雅道教授(日本部)は，停年退官( 3 月31





教授に昇任( 4 月1 日付 ) 。
-山路勝彦関西学院大学教授は，併任教授(比較文
化研究部門， 4 月1 日 一1999 年3 月31 日 ) 。
-高木博志北海道大学助教授は，当研究所助教授
(日本部)に転任( 4 月1 日付 ) 。
-東郷俊宏氏を助手(東方部)に採用( 4 月1 日
付)。
-小牧幸代氏を助手(西洋部)に採用( 4 月1 日
付)。
-古勝隆一氏を助手(東方部)に採用( 4 月1 日
付)。
-山室信一助教授(日本部)は，教授に昇任( 5 月












1 月 23 日 帰国。
-高嶋航助手(東方部)は， 1 月9 日 大阪発， 南
京博物館，中国社会科学院歴史研究所に於いて文
献資料の収集を行い， 1 月 23 日 帰国。
-瀧井一博助手(日本部)は， 1997年3 月28 日 大阪
発，ウィーン大学に於いてオーストリアにおける
国家学思想の展開と日本への影響についての研究
を行い， 1 月 28 日 帰国。
-高田時雄教授(東方部)は文部省科学研究費補
助金により， 2 月 14 日 大阪発， 北京大学に於いて
古典学に関するレビューを受け， 2 月 18 日 帰国0
・藤井正人助教授(西洋部)は，在外研究員旅費に




料とデータの点検を行い， 3 月9 日 帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費





補助金により， 3 月2 日 大阪発， オ ラ ン ダ国立博
物館，スウェーデン国立民族学博物館，大英博物
館に於いて中央アジア出土考古文物の調査を行い，
3 月15 日 帰国。





3 月25 日 帰国。
・井狩嫡介教授(西洋部)は， 3 月16 日 大阪発，
ハーヴァード大学に於いて研究交流の打合せを行
い， 3 月 25 日 帰国0
・高田時雄教授(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 3 月 17 日 大阪発， ロ ー マ国立図書館，
バレルモ市立図書館，キヨソネ博物館に於いて漢
籍調査を行い， 3 月30 日 帰国0
・萎谷邦夫教授(東方部)は， 3 月 25 日 大阪発， ラ
イデン大学に於いて貝原益軒シンポジウム及び資
料収集を行い， 4 月1 日 帰国。
-荒牧典俊教授(東方部)は， 2 月9 日 大阪発， カ
リフォルニア大学パークレー校に於いて Numata
VisitingProfessor と し て研究及ぴ講演 を行い，
5 月10 日 帰国。
-森本淳生助手(西洋部)は， 4 月22 日 大阪発， フ
ランス学士院図書館，フランス国立図書館に於い
てポール・ヴァレリーに関する研究及ぴ資料収集
を行い， 5 月 10 日 帰国。
-田中淡教授(東方部)は， 5 月5 日 大阪発， 大
明宮含元殿遺跡に於いて同遺跡保存整備に関する
日中専門家会議に出席し， 5 月 10 日 帰国0
・小南一郎教授(東方部)は， 5 月6 日 大阪発， 西
ミシガン州立大学に於いて第 33田中世学国際会議
に参加し， 5 月 1 2 日 帰国0
・狭間直樹教授(東方部)は， 5 月 14 日 大阪発， 香
港中文大学に於いて戊成維新運動史国際学術研討
会に参加及び研究資料収集を行い， 5 月 18 日 帰国0
・勝村哲也教授(附属東洋学文献センター)は，文
部省科学研究費補助金により， 5 月15 日 大阪発，
中央研究院訊料研究所に於いて新漢字コード系の
研究を行い， 5 月 1 9 日 帰国0
・萎谷邦夫教授(東方部)は， 5 月 18 日 大阪発， 北
京図書館に於いて資料収集，北京飯店に於いて
「宗教と科学による文化交流」シンポジウムに出
席し， 5 月24 日帰国0
・富永茂樹助教授(西洋部)は，在外研究員旅費に
より， 5 月 26 日 大阪発， パ リ 第 8 大学 に於いて
COV&R 年次大会に参加及び研究報告， フ ラ ン
ス国立図書館に於いて資料収集を行い， 6 月5 日
帰国 0
・船山徹助手(東方部)は， 5 月8 日 大阪発， ウ
ィーン大学チベット学仏教学研究所に於いてイン
ド仏教哲学の研究を行い， 6 月9 日帰国。
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葉-森賀一恵助手(附属東洋学文献センター)は，
1997年8 月26 日 大阪発 北京大学中文系に於いて
古代中国語に関する研究を行い， 7 月15 日 帰国0
・矢木毅助手(東方部)は， 2 月16 日 大阪発， 慶
北大学校師範大学に於いて朝鮮初期刑罰制度の研
究を行い， 8 月 15 日 帰国0
・前川和也教授(西洋部)は， 7 月13 日 大阪発， 大
英博物館に於いて館蔵シュメール粘土板文書の研
究を行い， 8 月 1 7 日 帰国0
・岩井茂樹助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 8 月10 日 大阪発， 上海図書館に於
いて資料調査，光明大酒店に於いて研究報告及び
学術調査を行い， 8 月21 日 帰国0
・田中淡教授(東方部)は， 8 月16 日 大阪発， 香
山飯店に於いて第一回中国建築史国際研討会に参
加し， 8 月 22 日 帰国0
・田中雅一助教授(西洋部)は，文部省科学研究費




民の調査を行い， 8 月 26 日 帰国0
・狭間直樹教授(東方部)は， 8 月 19 日 大阪発， 北
京大学に於し、て戊戊維新一百周年国際学術討論会
に参加及び研究資料収集を行い， 8 月 26 日 帰国0
・勝村哲也教授(附属東洋学文献センター)は，文
部省科学研究費補助金により， 9 月4 日 大阪発，
サンフランシスコ大学リッチー研究所に於いて新
漢字コードのジョイント研究を行い， 9 月 11 日 帰
国。














9 月18 日 帰国。
-水野直樹助教授(日本部)は，文部省科学研究費
補助金により， 9 月 11 日 成田発， ロ シ ア現代史文
書保管研究センターに於いてソ連共産党・コミン
テルン朝鮮関係文書の調査を行い， 9 月21 日 帰国0
・金文京助教授(東方部)は， 9 月 1 5 日 大阪発，
北京師範大学古籍研究所に於いて国際元代文化学
術研討会に出席，北京図書館に於いて資料収集を
行い， 9 月 22 日 帰国。







補助金により， 9 月8 日 大阪発， パ ド ヴ ァ 大学に
於いて中世ヴェネツイア史についてレビューを受
け， 9 月 23 日 帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 9 月13 日 大阪発， 河南省文物考古
研究所に於いて焦作府城遺跡の調査，北京大学に
於いて調査打合せを行い， 9 月 26 日 帰国0
・冨谷至助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 9 月 23 日 大阪発， 大英図書館， ス
ウェーデン国立民族学博物館，デンマーク国立博
物館に於いて楼蘭ニヤ出土文書の調査及び研究打
合せを行い， 10月3 日 帰国0
・谷井陽子助手(東方部)は文部省科学研究費補




10月30 日 大阪発， オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学， ケ ン ブ
リッジ大学に於いて国際シンポジウム「人文学の
新時代」準備会議に出席し， 11 月 9日帰国。
-岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費

























助金により， 12月19 日 大阪発， 湖南省文物考古研
究所，城頭山遺跡に於いて中国新石器時代の都城
遺跡の調査を行い， 12月27 日帰国。
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